
一般演題 口演 一覧

4月 24 日（木）第 7会場

胆道癌 1 9：00～9：50
座長：佐田 尚宏（自治医科大学消化器一般移植外科）
O-001 遠位胆管癌の病理組織学的水平方向進展度術前診断における新規シースシステムを用いた

Mapping biopsy の有効性：後方視的多施設共同研究
（松波総合病院消化器内科）奥野 充（おくの みつる）

O-002 肝外胆管癌の切除範囲決定に経口胆道鏡下マッピング生検は有用か
（富山大学附属病院第三内科）川中 滉貴（かわなか ひろき）

O-003 肝門部胆管癌に対する術前進展度診断におけるマッピング生検の有用性
（金沢大学付属病院消化器内科）杉本 宰甫（すぎもと さいほ）

O-004 Inside stent を留置した切除不能胆道癌症例の治療成績
（広島大学病院消化器内科）中村 真也（なかむら しんや）

O-005 独自に開発した経口胆道鏡所見分類法の病理学的および遺伝子学的検証
（山梨大学医学部付属病院消化器内科）橋本 優美（はしもと ゆみ）

胆道癌 2 9：50～10：40
座長：佐々木 隆（がん研究会有明病院肝胆膵内科）
O-006 切除不能進行胆道癌に対するGCD（GEM+CDDP+Durvalumab）療法の当院における治療成

績
（東京医科大学臨床医学系消化器内科学分野）塩谷 健斗（しおのや けんと）

O-007 胆道癌症例における免疫チェックポイント阻害剤デュルバルマブの治療成績の検討
（東海大学八王子病院消化器内科）伊藤 裕幸（いとう ひろゆき）

O-008 進行胆道癌におけるゲムシタビン・シスプラチン・免疫チェックポイント阻害剤併用療法を
用いた治療戦略

（大阪国際がんセンター肝胆膵内科）池澤 賢治（いけざわ けんじ）

O-009 切除不能進行胆道癌に対するGCD療法と GCS療法の有用性，安全性に関する検討
（岐阜県総合医療センター消化器内科）吉田 健作（よしだ けんさく）

O-010 胆膵癌に対するがんゲノムプロファイリング検査における血液検体の代替性の検討
（広島大学病院がん化学療法科）藤井 康智（ふじい やすとし）
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ERCP 10：40～11：30
座長：土岐 真朗（杏林大学医学部消化器内科学）
O-011 ERCP におけるネーザルハイフローの有用性

（松阪市民病院）西脇 亮（にしわき りょう）

O-012 内視鏡的胆管膵管造影検査における新規鎮静剤レミマゾラムの有用性と安全性評価のための
探索的研究

（滋賀医科大学消化器内科）新谷 修平（しんたに しゅうへい）

O-013 超高齢者におけるERCP鎮静の安全性に関する検討
（滋賀医科大学消化器内科）斉藤 聖弘（さいとう きよひろ）

O-014 超高齢者のERCPにおける鎮静に関する検討
（香川県立中央病院消化器内科）榊原 一郎（さかきはら いちろう）

O-015 当院で施行する後方斜視鏡の挿入に難渋する例に対する対処方法について
（独立行政法人国立病院機構北海道医療センター消化器内科）多谷 容子（たや ようこ）

超音波内視鏡下 胆道ドレナージ 14：20～15：10
座長：吉田 道弘（名古屋市立大学大学院医学研究科消化器・代謝内科学）
O-016 EUS-HGS の臨床経過に関する多施設共同研究

（鹿児島大学大学院消化器疾患・生活習慣病学）濱田 嵩史（はまだ たかふみ）

O-017 悪性胆道狭窄に対するEUS-HGS においてのプラスチックステントと金属ステントの比較検
討

（香川大学医学部消化器・神経内科学）山名 浩喜（やまな ひろき）

O-018 EUS-HGS における留置後のステント逸脱リスクと対策
（横浜市立大学附属病院肝胆膵消化器病学）本多 悠（ほんだ ゆう）

O-019 先端テーパー加工プラスチックステントを用いた経路非拡張EUS下胆道ドレナージの試み
（埼玉医科大学病院消化器内科・肝臓内科）碓氷 七瀬（うすい ななせ）

O-020 市中病院におけるEUS-HGS 導入期の有効性と安全性の検討：多施設後向き研究
（磐田市立総合病院消化器内科）金子 淳一（かねこ じゅんいち）

胆管結石 15：10～16：00
座長：中路 聡（医療法人鉄蕉会亀田総合病院消化器内科）
O-021 抗血栓薬服用例における総胆管結石性胆管炎に対する一期的内視鏡治療の妥当性

（岐阜県総合医療センター消化器内科）丸田 明範（まるた あきのり）

O-022 総胆管結石性急性胆管炎に対するEPLBDを用いた一期的結石除去の有用性と安全性に関す
る後方視的検討

（千葉県立佐原病院消化器内科）中屋 義輝（なかや よしき）

O-023 胆管結石除去後の脱落型胆管ステント留置についての費用対効果の検討
（国保君津中央病院消化器内科）安部 晃規（あべ あきのり）
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O-024 経皮経肝胆道鏡下EHLによる肝内，総胆管結石症の治療成績
（福岡大学筑紫病院消化器内科）後野 徹宏（あとの てつひろ）

O-025 内視鏡的機械的結石破砕術（EML）より電気衝撃波結石破砕術（EHL）が有用である総胆
管結石の特徴

（NTT東日本関東病院）永井 奎毅（ながい けいき）

胆道 その他 16：00～16：50
座長：矢根 圭（国家公務員共済組合連合会斗南病院消化器内科）
O-026 胆道鏡直視下プローブ型共焦点レーザー顕微内視鏡による胆道癌診断の有用性

（埼玉医科大学国際医療センター消化器内科）藤田 曜（ふじた あかし）

O-027 80 歳以上の高齢者における無症候性総胆管結石に対する治療法の検討
（順天堂大学医学部附属順天堂医院消化器内科）山口 友輔（やまぐち ゆうすけ）

O-028 内視鏡的乳頭括約筋切開術後出血予防における吸収性局所止血剤の有用性の検討
（愛知医科大学病院肝胆膵内科）北野 礼奈（きたの れな）

O-029 急性胆嚢炎治療におけるETGBD，EUS-GBDの有用性の検討と今後の展望について
（東京都済生会中央病院消化器内科）小林 文子（こばやし あやこ）

O-030 DIC 合併急性胆管炎におけるリコンビナントトロンボモジュリン製剤の有用性の検討
（獨協医科大学病院消化器内科）原田慎太郎（はらだ しんたろう）

4 月 24 日（木）第 12会場

大腸 IBD 1 9：00～9：50
座長：松浦 稔（杏林大学医学部消化器内科学）
O-031 潰瘍性大腸炎における LCI モード大腸内視鏡と相関するバイオマーカーの検討

（埼玉医科大学消化管内科/埼玉医科大学総合診療内科）松本 悠（まつもと ひさし）

O-032 潰瘍性大腸炎における併用薬剤が血清 LRGに与える影響
（虎の門病院消化器内科）早坂淳之介（はやさか じゅんのすけ）

O-033 分子標的治療薬が潰瘍性大腸炎の免疫プロファイルと治療反応性に与える影響
（杏林大学医学部消化器内科学）小栗 典明（おぐり のりあき）

O-034 潰瘍性大腸炎のバイオマーカーと全大腸内視鏡スコアに関する検証
（浜松医科大学第一内科）石田 夏樹（いしだ なつき）

O-035 寛解期潰瘍性大腸炎（UC）における糞便・尿・血清マーカーの組織学的診断能に関する比較
検討

（加古川中央市民病院消化器内科）米澤 瑞華（よねざわ みずか）
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大腸 IBD 2 9：50～10：40
座長：藤谷 幹浩（旭川医科大学内科学講座消化器内科学分野）
O-036 潰瘍性大腸炎患者における血清亜鉛値による内視鏡的活動度予測

（仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵内科）清水 孟（しみず たけし）

O-037 潰瘍性大腸炎患者における非貧血性鉄欠乏症を予測する因子
（愛媛県立中央病院消化器内科）北畑 翔吾（きたはた しょうご）

O-038 潰瘍性大腸炎患者におけるNUDT15 遺伝子多型別治療内容の変化に関する検討
（日本赤十字社京都第一赤十字病院消化器内科）田中 信（たなか まこと）

O-039 潰瘍性大腸炎診療における病理組織学的評価法Geboes histopathology score Grade 3 の利用
法

（信州大学医学部附属病院消化器内科）堀内一太郎（ほりうち いちたろう）

O-040 IBDセンターにおける最適な医療提供を目指した教育プログラムの試みとその評価
（久留米大学内科学講座消化器内科部門/医療法人南溟会）山崎 博（やまさき ひろし）

大腸 IBD 3 10：40～11：30
座長：平岡佐規子（岡山大学病院炎症性腸疾患センター）
O-041 当院の潰瘍性大腸炎患者における 5-アミノサリチル酸製剤不耐例の検討

（市立伊丹病院消化器内科）村山 洋子（むらやま ようこ）

O-042 難治・重症潰瘍性大腸炎に対するタクロリムスと生物学的製剤の併用療法による有効性・安
全性の検討

（熊本大学医学部付属病院消化器内科）松田 暖（まつだ だん）

O-043 潰瘍性大腸炎における 2nd line 以降の分子標的薬のリアルワールドデータ
（自治医科大学附属さいたま医療センター消化器内科）今井友里加（いまい ゆりか）

O-044 潰瘍性大腸炎に対するゴリムマブの短期有効性が長期継続率に与える影響に関する検討
（戸畑共立病院消化器病センター）橋本 崇（はしもと たかし）

O-045 潰瘍性大腸炎における抗TNF-α抗体治療効果予測因子としてANCA有用性の検討
（大船中央病院消化器・IBDセンター）吉田 篤史（よしだ あつし）

膵癌 1 14：20～15：10
座長：橋元 慎一（鹿児島大学病院光学医療診療部）
O-046 遠位胆道狭窄を伴う膵癌術前化学療法例における胆道ドレナージの臨床成績

（仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵内科）住谷 秀仁（すみや ひでひと）

O-047 膵癌における超音波内視鏡下針生検検体を用いた遺伝子パネル検査提出可能性の検討
（岐阜市民病院消化器内科）手塚 隆一（てづか りゅういち）

O-048 膵癌への複数回リキッドバイオプシーによる治療標的遺伝子検出能の向上
（山梨大学医学部附属病院消化器内科）安村 智生（やすむら ともき）
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O-049 主膵管近傍にある 5mm未満の小型膵嚢胞は膵癌の高危険群である
（社会医療法人敬愛会中頭病院消化器内科）森 英輝（もり ひでき）

O-050 初回超音波内視鏡下穿刺生検で確定診断に至らない膵癌症例の検討
（関西医科大学附属病院消化器肝臓内科）伊藤 嵩志（いとう たかし）

膵腫瘍 15：10～16：00
座長：水出 雅文（埼玉医科大学国際医療センター消化器内科）
O-051 1-Kestose の非切除膵癌に対する腸内細菌の変化と臨床的効果の検討：A Randomized

Controlled Pilot Study
（藤田医科大学消化器内科）中岡 和徳（なかおか かずのり）

O-052 膵癌に対する膵頭十二指腸切除術後の膵管空腸吻合部のロストステントの術後動態
（神戸市立医療センター中央市民病院消化器内科）丹家 元祥（たんけ げんしょう）

O-053 診断時リスクファクターに基づく膵嚢胞増大，膵癌発症予測の検討
（市立豊中病院消化器内科）瀧山 浩希（たきやま ひろき）

O-054 当院で診断した 10mm以下の単発神経内分泌腫瘍疑い病変の検討
（日本赤十字社和歌山医療センター消化器内科）松本 久和（まつもと ひさかず）

O-055 造血幹細胞移植患者における膵嚢胞性病変の有病率と転帰・臨床的意義
（都立駒込病院消化器内科）南 亮悟（みなみ りょうご）

超音波内視鏡 16：00～16：50
座長：井上 匡央（愛知医科大学肝胆膵内科）
O-056 超音波ヒストグラム計測による高輝度膵の診断および高輝度膵の臨床的特徴について

（香川県立保健医療大学臨床検査学科）樋本 尚志（ひもと たかし）

O-057 膵神経内分泌腫瘍における超音波内視鏡微小血流イメージング技術の有用性
（慶應義塾大学医学部内科学（消化器））早川 宇宙（はやかわ たかおき）

O-058 当院におけるEUS-FNAで診断した膵転移症例の検討
（関西医科大学附属病院消化器肝臓内科）中山 新士（なかやま しんじ）

O-059 膵癌がん患者におけるEUS-guided tissue acquisition（EUS-TA）の際の針洗浄液の有用性
（大阪急性期・総合医療センター消化器内科）山井 琢陽（やまい たくお）

O-060 EUS-FNAにおける穿刺針の面ずれ（out of puncture-plane）に関する後方視的検討
（国立がん研究センター中央病院肝胆膵内科）小森 康寛（こもり やすひろ）
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4 月 24 日（木）第 13会場

肝癌 1 9：00～9：50
座長：平岡 淳（愛媛県立中央病院消化器内科）
O-061 全身薬物治療の進歩がもたらす高度進行肝癌の予後の変化

（埼玉医科大学消化器内科・肝臓内科）菅原 通子（すがわら かよこ）

O-062 肝細胞癌の初回治療としてアテゾリズマブ/ベバシズマブが投与された患者の診断契機と転帰
（藤田医科大学病院消化器内科）葛谷 貞二（くずや ていじ）

O-063 切除不能肝細胞癌に対するデュルバルマブ・トレメリムマブ療法の治療効果予測因子の探索
（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院消化器内科）加藤 大介（かとう だいすけ）

O-064 当院におけるDurvalmab+Tremelimumab 併用療法の治療成績
（香川労災病院消化器内科）出口 章広（でぐち あきひろ）

O-065 肝細胞癌に対する薬物療法の治療成績
（鹿児島大学大学院消化器疾患・生活習慣病学）馬渡 誠一（まわたり せいいち）

肝癌 2 9：50～10：30
座長：能祖 一裕（岡山市立市民病院消化器内科）
O-066 肝細胞癌カボザンチニブ治療：初期投与量設定，用量調整のサロゲートマーカー探索

（順天堂大学練馬病院消化器内科）大久保裕直（おおくぼ ひろなお）

O-067 当院における肝細胞癌に対するレンバチニブ-TACE療法の検討
（琉球大学病院第一内科）新垣 伸吾（あらかき しんご）

O-068 当院における，肝細胞癌に対する体幹部定位放射線療法と穿刺局所療法との有効性についての
比較検討

（島根大学医学部附属病院肝臓内科）矢﨑 友隆（やざき ともたか）

O-069 当院における胆管近傍，腸管近接および治療困難部HCC症例に対するRFA治療の工夫
（福山市民病院内科）槇山 誠人（まきやま せいと）

肝癌 3 10：30～11：20
座長：池上 正（東京医科大学茨城医療センター消化器内科）
O-070 当院における免疫チェックポイント阻害剤による免疫関連有害事象の臨床的特徴と多職種で

の取り組みについて
（日本赤十字社京都第二赤十字病院消化器内科）盛田 篤広（もりた あつひろ）

O-071 irAE 胆管炎の臨床的特徴についての検討
（立川病院消化器内科）近藤まゆ子（こんどう まゆこ）

O-072 肝細胞癌に対するアテゾリズマブ・ベバシズマブ併用療法の有害事象中止症例に関する検討
（浜松医科大学内科学第二講座）則武 秀尚（のりたけ ひでなお）
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O-073 切除不能肝細胞癌に対して 1次薬物療法として施行したアテゾリズマブ・ベバシズマブ併用
療法の継続期間と後治療の効果に関する検討

（豊川市民病院消化器内科）成田幹誉人（なりた きよと）

O-074 HCCに対するAtezolizumab+Bevacizumab 療法はエネルギー低栄養を合併した内臓脂肪非
蓄積症例が予後不良である

（山口大学大学院医学系研究科消化器内科学）江種 真穂（えぐさ まほ）

MASLD・MASH 1 14：20～15：10
座長：芥田 憲夫（虎の門病院肝臓内科）
O-075 MASH（高リスクMASLD）における危険因子と糖質制限食の有用性の検討

（JA長野厚生連長野松代総合病院消化器内科）前川 智（まえかわ さとし）

O-076 健診コホートとMASLD症例におけるFIB-4 index と FIB-3 index の比較検討
（地方独立行政法人岡山市立総合医療センター岡山市立市民病院消化器内科）

狩山 和也（かりやま かずや）

O-077 FIB-4 index と 4 型コラーゲン 7s を用いた高リスク脂肪性肝疾患の囲い込み
（山梨大学消化器内科）鈴木雄一朗（すずき ゆういちろう）

O-078 メタボリックシンドローム関連因子とFIB-4 index を用いたMASLD線維化進展例の絞り込
みの検討

（社会医療法人生長会ベルランド総合病院消化器内科）細田佳奈子（ほそた かなこ）

O-079 高齢者の脂肪性肝疾患の発症に関わる因子の推定に関する研究
（京都府立医科大学消化器内科学）伊藤 義人（いとう よしと）

MASLD・MASH 2 15：10～16：00
座長：池嶋 健一（順天堂大学大学院医学研究科消化器内科学）
O-080 ペマフィブラートの高トリグリセリド血症合併脂肪性肝疾患における治療効果予測因子の検

討
（独立行政法人労働者健康安全機構大阪労災病院消化器内科）倉橋 知英（くらはし ともひで）

O-081 MASLD症例におけるペマフィブラート投与後のFIB-4 index 改善効果に関する検討
（東北大学病院消化器内科）鶴岡 未央（つるおか みお）

O-082 代謝機能障害関連脂肪性肝疾患を合併した高トリグリセリド血症症例に対するペマフィブ
ラートによる治療の検討

（島根大学医学部附属病院肝臓内科）飛田 博史（とびた ひろし）

O-083 ペマフィブラートは高脂血症およびFIB-4 が 1.3 以上の代謝機能障害関連脂肪性肝疾患にお
いて肝硬度を低下させる

（長崎みなとメディカルセンター）市川 辰樹（いちかわ たつき）

O-084 2 型糖尿病を有するMASLD患者におけるGLP1 アナログ長期投与の成績
（塩田記念病院肝臓内科）大木 隆正（おおき たかまさ）
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MASLD・MASH 3 16：00～16：50
座長：高橋 宏和（佐賀大学医学部附属病院肝疾患センター）
O-085 脂肪性肝疾患における食事運動療法中の血清microRNA早期動態が治療成績に及ぼすインパ

クト
（虎ノ門病院肝臓内科）エリクソン安香（えりくそん やすか）

O-086 MetALDの Cardiometabolic リスクと線維化における評価
（弘前大学医学部附属病院消化器血液免疫内科）古沢 啓輔（ふるさわ けいすけ）

O-087 MASLDの心血管イベント発生における LDL-コレステロールの意義
（仙台厚生病院肝臓内科）林 倫留（はやし つぐる）

O-088 検診者における脂肪肝の自然経過などについての検討
（土佐市立土佐市民病院消化器内科）松岡 正記（まつおか まさき）

O-089 季節性を重視した脂肪肝診療の重要性
（用賀きくち内科肝臓・内視鏡クリニック/東海大学医学部付属東京病院消化器肝臓センター）

菊池 真大（きくち まさひろ）

4 月 24 日（木）第 14会場

膵癌 2 9：00～9：50
座長：平野 聡（北海道大学大学院医学研究院消化器外科学教室 II）
O-090 膵癌の術前化学療法（NAC）後の予後およびその関連因子の検討

（山梨大学医学部附属病院消化器内科）奥脇 徹也（おくわき てつや）

O-091 膵癌予後予測バイオマーカーとしての血清ラミニンγ2単鎖の有用性検討
（金沢大学附属病院消化器内科）丹尾 幸樹（にお こうき）

O-092 CD44v6 陽性細胞外小胞による膵癌の予後予測～Nano-Flow Cytometry 解析～
（慶應義塾大学病院一般・消化器外科）植松 陽介（うえまつ ようすけ）

O-093 膵癌患者におけるKRAS変異検出予測モデルの作成
（福島県立医科大学医学部消化器内科学講座）鈴木 玲（すずき れい）

O-094 膵癌浸潤部位におけるCXCL-12 発現と臨床病理学的特徴
（信州大学消化器内科）今村 峻輔（いまむら しゅんすけ）

膵癌 3 9：50～10：40
座長：大坪公士郎（金沢大学附属病院腫瘍内科）
O-095 膵癌早期診断のための膵液ゲノム解析

（千葉大学医学部附属病院消化器内科/山梨県立中央病院ゲノム解析センター）
酒井 美帆（さかい みほ）
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O-096 膵癌早期診断におけるAPOA2 アイソフォーム測定の有用性に関する検討
（JA尾道総合病院消化器内科）清水 晃典（しみず あきのり）

O-097 アポリポ蛋白A2アイソフォーム濃度測定および膵液中CA19-9 測定を用いた当院における
早期膵癌の発見・診断の現状

（JCHO北海道病院消化器内科）田中 智之（たなか ともゆき）

O-098 当院における膵疾患患者に対するアポリポ蛋白A2アイソフォームの有用性評価
（山形大学医学部付属病院第二内科）本間宗一郎（ほんま そういちろう）

O-099 糖尿病誘発因子に着目した膵癌バイオマーカーの探索
（東京慈恵会医科大学内科学講座消化器・肝臓内科）松本 尚樹（まつもと なおき）

膵癌 4 10：40～11：30
座長：笹平 直樹（がん研究会有明病院肝胆膵内科）
O-100 実地診療における切除不能膵癌化学療法の全生存期間（OS）を予測し得る surrogate

biomarker は無増悪生存期間（PFS）である：NAPOLEON- 1，2 study の統合解析結果
（鹿児島大学大学院消化器疾患・生活習慣病学）柴田 隆佑（しばた りゅうすけ）

O-101 切除不能膵癌における 2次化学療法への移行例の検討
（公立大学法人福島県立医科大学附属病院消化器内科）佐藤賢太郎（さとう けんたろう）

O-102 当院における切除不能高齢者膵癌に対する nal-IRI+5-FU/l-LV 療法に関する検討
（横浜市立大学附属病院）入江 邦泰（いりえ くにやす）

O-103 当院の胆膵領域におけるゲノム医療の現状
（JA尾道総合病院）山下由美子（やました ゆみこ）

O-104 化学療法を行う切除不能膵癌患者に対する新たな悪液質診断基準の臨床的意義
（岐阜大学医学部附属病院消化器内科）上村 真也（うえむら しんや）

大腸 IBD 4 14：20～15：10
座長：加藤 順（千葉大学消化器内科）
O-105 直腸内視鏡における潰瘍性大腸炎局所療法の有用性の検討

（大森敏秀胃腸科クリニック）大森 敏秀（おおもり としひで）

O-106 潰瘍性大腸炎に対する経口ブデソニド製剤の治療成績と効果判定
（四日市羽津医療センター外科・IBDセンター）下山 貴寛（しもやま たかひろ）

O-107 腸内細菌叢および予測機能遺伝子を用いた短鎖脂肪酸の予測におけるランダムフォレスト解
析

（名古屋大学大学院消化器内科学）山本 健太（やまもと けんた）

O-108 ドラッグデリバリーシステムの異なるブデソニド製剤の使用状況から推定されるベストユー
スの検討

（東京慈恵会医科大学内科学講座消化器・肝臓内科）秋田 義博（あきた よしひろ）

O-109 Clostridioides difficile 感染症の予測モデル開発と検証
（秋田大学消化器内科）渡邊 健太（わたなべ けんた）
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大腸 IBD 5 15：10～16：00
座長：中村 志郎（大阪医科薬科大学第二内科）
O-110 潰瘍性大腸炎におけるベドリズマブとウステキヌマブの長期治療成績の検討

（京都府立医科大学消化器内科）村上 瑛基（むらかみ えいき）

O-111 LRG を用いたカロテグラストメチル治療後効果判定の検討
（帝京大学医学部附属溝口病院消化器内科）綱島 弘道（つなしま ひろみち）

O-112 潰瘍性大腸炎治療におけるベドリズマブの投与前好酸球浸潤と転帰
（生駒胃腸科肛門科診療所/奈良大腸肛門病センター）増田 勉（ますだ つとむ）

O-113 当科における潰瘍性大腸炎に対するベドリズマブの短期・長期的治療成績と維持期皮下投与
切り替え状況

（東北医科薬科大学消化器内科）遠藤 克哉（えんどう かつや）

O-114 患者希望によるベドリズマブ点滴および皮下注射製剤の嗜好性・ 痛度および満足度調査
（埼玉医科大学総合医療センター炎症性腸疾患センター）加藤 真吾（かとう しんご）

大腸 IBD 6 16：00～16：50
座長：杉本 健（浜松医科大学内科学第一講座）
O-115 ウステキヌマブが投与された潰瘍性大腸炎における delayed responder に関する検討

（札幌IBDクリニック/札幌中央病院消化器内科・内視鏡内科）杉山 浩平（すぎやま こうへい）

O-116 当院における潰瘍性大腸炎に対するミリキズマブの有効性の検討
（順天堂大学医学部附属病院消化器内科）大森 将史（おおもり まさし）

O-117 難治性潰瘍性大腸炎に対する新規生物学的製剤ミリキズマブの有効性の検討
（（医社）晃輝会大堀IBDクリニック内科/東京医科大学病院消化器内科）

吉村 直樹（よしむら なおき）

O-118 潰瘍性大腸炎患者でのミリキズマブ 152 週間継続投与による臨床症状の改善
（北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター）小林 拓（こばやし たく）

O-119 潰瘍性大腸炎患者でのミリキズマブ 152 週間継続投与の有効性・安全性
（北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター）小林 拓（こばやし たく）

4 月 25 日（金）第 12会場

大腸 IBD 7 9：00～9：50
座長：三上 洋平（慶應義塾大学医学部内科学（消化器））
O-120 潰瘍性大腸炎患者に対する filgotinib 導入 1年の中期的治療成績と安全性

（北里大学医学部消化器内科学）山田 茜（やまだ あかね）

O-121 潰瘍性大腸炎のおけるフィルゴチニブの短中期有効性と安全性の検討
（日本赤十字社和歌山医療センター）中野 省吾（なかの しょうご）
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O-122 当院における潰瘍性大腸炎に対する生物学的製剤および JAK阻害剤による治療成績の検討
（JA北海道厚生連帯広厚生病院消化器内科）柳澤 秀之（やなぎさわ ひでゆき）

O-123 トファシチニブ投与中の潰瘍性大腸炎患者における 5-アミノサリチル酸製剤投与に関する検
討

（大阪公立大学医学部附属病院消化器内科学）西田 裕（にしだ ゆう）

O-124 当科の潰瘍性大腸炎におけるウパダシチニブの治療成績
（済生会宇都宮病院消化器内科）種本 俊（たねもと しゅん）

大腸 IBD 8 9：50～10：40
座長：加藤 真吾（埼玉医科大学総合医療センター炎症性腸疾患センター/消化器・肝

臓内科）
O-125 難治性潰瘍性大腸炎に対するリサンキズマブの使用経験

（国際医療福祉大学市川病院消化器内科）遠西 孝夫（とおにし たかお）

O-126 潰瘍性大腸炎患者におけるベースライン疾患特性別のリサンキズマブの有効性：第 3相導入
療法試験の結果

（東京医科歯科大学消化器内科）藤井 俊光（ふじい としみつ）

O-127 潰瘍性大腸炎患者に対する維持療法 0週時の臨床的寛解及び内視鏡的改善達成状況別のリサ
ンキズマブ維持療法の有効性：第 3相試験事後解析

（辻仲病院柏の葉消化器内科IBDセンター）竹内 健（たけうち けん）

O-128 日本人潰瘍性大腸炎患者に対するオザニモドの早期の効果発現：国内第 2/3 相試験事後解析
（東京慈恵会医大・消化器・肝臓内科）猿田 雅之（さるた まさゆき）

O-129 HGF-AccumBodyⓇコンジュゲートによるDSS誘発性大腸炎モデルマウスの治療効果に関す
る検討

（鹿児島大学大学院消化器疾患・生活習慣病学）前田 将久（まえだ のぶひさ）

大腸 IBD 9 10：40～11：30
座長：杉本 真也（慶應義塾大学医学部内科学（消化器））
O-130 詳細な画像診断と分子生物学的所見から腫瘍発生メカニズムを検討した大腸鋸歯状病変の 2

症例
（九州大学大学院病態機能内科学/九州大学大学院形態機能病理学）

川床慎一郎（かわとこ しんいちろう）

O-131 クローン病合併炎症性発癌早期例，高度異型成例の臨床経過
（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科）中尾 詠一（なかお えいいち）

O-132 クローン病併発直腸肛門管腫瘍の特徴と内視鏡診断の問題点
（公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター炎症性腸疾患センター）

春山 芹奈（はるやま せりな）

O-133 当院における高齢者潰瘍性大腸炎関連大腸癌患者の検討
（東京女子医科大学消化器内科）米澤麻利亜（よねざわ まりあ）
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O-134 当院における高齢者潰瘍性大腸炎の特徴について
（日本赤十字社武蔵野赤十字病院消化器内科）田中 将平（たなか しょうへい）

食道 14：30～15：20
座長：佐々木誠人（愛知医科大学病院消化管内科）
O-135 TXI 併用ヨード染色を用いた表在型食道扁平上皮癌の境界診断

（福島県立医科大学附属病院内視鏡診療部/福島県立医科大学医学部消化器内科学講座）
加藤 恒孝（かとう つねたか）

O-136 食道癌術後難治性吻合部狭窄に対する内視鏡的バルーン拡張術の現状と課題
（愛知県がんセンター内視鏡部）田中 努（たなか つとむ）

O-137 食道腺癌の病態に関与する菌の同定
（京都大学医学部附属病院消化管外科学教室/

大阪大学大学院生命機能研究科細胞ネットワーク講座倍数性病態学研究室/
大阪大学微生物研究所分子生物学分野）

北野 拓（きたの たく）

O-138 当院における食道癌術前DCF療法についての検討
（北播磨総合医療センター消化器内科）松浦 史弥（まつうら ふみや）

O-139 食道癌に対するがん免疫療法における新規バイオマーカーの探索
（大阪公立大学大学院医学研究科消化器内科学）中田 晃暢（なかた あきのぶ）

胃 治療関連 15：20～16：10
座長：原田 直彦（誠和会牟田病院）
O-140 食道・胃・胆道を原発とする消化器癌の 1次治療における免疫関連有害事象の現状

（石川県立中央病院腫瘍内科）辻 国広（つじ くにひろ）

O-141 当院の免疫チェックポイント阻害薬（ICI）使用例における irAEと有効性の検討
（星総合病院消化器内科）小嶋 祐紀（こじま ゆうき）

O-142 Comparison of LECS group vs surgical papilloplasty group for duodenal ampullary tumors
larger than 10 mm

（関西医科大学付属枚方病院消化器肝臓内科）小林三四郎（こばやし さんしろう）

O-143 内視鏡的止血が困難な出血性十二指潰瘍に対して経カテーテル的動脈塞栓術が奏功した 4例
の検討

（横浜市立市民病院消化器内科）高田 祐介（たかだ ゆうすけ）

O-144 消化器疾患における炎症時を含めた静注鉄剤診療の実際
（愛知医科大学病院消化器内科）市田山 宝（いちだやま たから）
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4 月 25 日（金）第 13会場

肝臓 基礎・腸内細菌 9：00～9：50
座長：大塚 基之（岡山大学学術研究院医歯薬学域消化器・肝臓内科学）
O-145 原発性胆汁性胆管炎の病態解明と治療戦略

（関西医科大学消化器肝臓内科）下田 慎治（しもだ しんじ）

O-146 アルコール性肝障害におけるKupffer 細胞による肝機能維持機構
（川崎医科大学消化器内科学）佐々木 恭（ささき きょう）

O-147 Pg 菌が肝癌細胞の増殖，脂肪蓄積および浸潤に与える影響とそれに対するカルノシン酸の作
用

（岩手医科大学歯学部口腔医学講座関連医学分野）王 （おう てい）

O-148 高粘稠性 Klebsiella pneumoniae による肝膿瘍 3例の検討
（香川大学医学部消化器・神経内科学）田井 裕樹（たい ひろき）

O-149 繰り返す感染に対し集学的治療を要した string test 陽性 Klebsiella pneumoniae に伴う肝膿瘍
の一例

（独立行政法人国立病院機構東京医療センター消化器内科）岡村 真伊（おかむら まい）

肝臓 インターベンション 9：50～10：40
座長：川村 祐介（虎の門病院肝臓センター内科）
O-150 経皮的肝生検と超音波内視鏡ガイド下肝生検の比較：組織採取量と安全性に関する後方視的

研究
（帝京大学医学部附属溝口病院消化器内科）松本光太郎（まつもと こうたろう）

O-151 当院におけるびまん性肝疾患に対する超音波内視鏡下肝生検（EUS-LB）の有用性の検討
（東京慈恵会医科大学附属病院消化器・肝臓内科）古守知太郎（こもり ともたろう）

O-152 経皮的肝生検にて悪性リンパ腫と診断した症例の検討
（地方独立行政法人大阪市民病院機構大阪市立総合医療センター消化器内科）

中井 隆志（なかい たかし）

O-153 巨大肝嚢胞に対する超音波内視鏡下経消化管的ドレナージの有用性
（宇治徳洲会病院消化器内科）嘉祥 敬宇（かしょう けいう）

O-154 胆膵癌門脈狭窄に対する門脈ステントの有効性の検討
（日本大学医学部外科系消化器外科学分野/独立行政法人国立病院機構災害医療センター）

稲垣 周（いながき しゅう）
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肝臓 バイオマーカー 10：40～11：30
座長：小玉 尚宏（大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学）
O-155 切除不能肝細胞癌に対するアテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用療法における血清 IL-6 の意義

（広島大学病院消化器内科）三浦 崚一（みうら りょういち）

O-156 末梢血循環腫瘍細胞の連続解析による肝癌複合免疫療法の治療効果予測バイオマーカーの検
討

（福井大学医学系部門内科学（2）分野）村田 陽介（むらた ようすけ）

O-157 BCLC-B と Cを中心とした肝癌に対するアテゾリブマブ＋ベバシズマブ併用療法のCD136 に
よる早期 PD予測の試み

（奈良県立医科大学付属病院消化器代謝内科）浪崎 正（なみさき ただし）

O-158 肝胆膵領域における遺伝子パネル検査の現状と課題
（武蔵野赤十字病院消化器内科）髙浦 健太（たかうら けんた）

O-159 肝硬変の急性腎障害におけるエンドトキシンや腸管透過性マーカーの有用性
（奈良県立医科大学消化器内科学講座消化器・代謝内科）増田 泰之（ますだ ひろゆき）

肝硬変 14：30～15：20
座長：海老沼浩利（国際医療福祉大学医学部消化器内科）
O-160 当院における acute-on-chronic liver failure の臨床的特徴

（広島市立北部医療センター安佐市民病院肝胆膵内科）末廣 洋介（すえひろ ようすけ）

O-161 急性増悪（AD）/Acute-on-chronic liver failure（ACLF）を呈し当院で肝移植を検討した
原発性胆汁性胆管炎（PBC）の現状

（慶應義塾大学病院内科学（消化器））中代 幸江（なかだい ゆきえ）

O-162 演題取り下げ

O-163 門脈-大循環シャント閉塞が肝内脂肪沈着に及ぼす影響
（山口大学医学部附属病院消化器内科）西山 夏子（にしやま なつこ）

O-164 門脈圧亢進症における食道胃静脈治療における治療―手術と内視鏡治療の combination
treatment による治療戦略―

（日本医科大学消化器外科）清水 哲也（しみず てつや）

肝臓 その他 15：20～16：10
座長：疋田 隼人（大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学）
O-165 HEV核酸増幅検査で陽性が判明した献血者の臨床的特徴

（医療法人渓仁会手稲渓仁会病院消化器病センター）松居 剛志（まつい たけし）

O-166 当県における慢性肝疾患対策の現状と課題
（鹿児島大学病院肝疾患相談センター）小田 耕平（おだ こうへい）
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O-167 入院時のAST上昇は日本人COVID-19 患者における重症化の有力な予測指標である
（市立豊中病院消化器内科）松本 健吾（まつもと けんご）

O-168 薬物依存症治療医療機関におけるウイルス性肝炎の検査・治療の実態についての調査
（ケイアイクリニック内科）堀江 義則（ほりえ よしのり）

O-169 アルコール性肝障害患者に対するナルメフェンの有効性と安全性
（奈良県立医科大学消化器代謝内科）花谷 純一（はなたに じゅんいち）

4 月 25 日（金）第 14会場

膵のう胞性腫瘍 9：00～9：50
座長：山田 玲子（三重大学医学部附属病院消化器肝臓内科）
O-170 膵のう胞性病変に対するマルチパラメトリックMRI によるサーベイランスの長期成績と実臨

床での有用性
（島根大学医学部附属病院消化器内科）福庭 暢彦（ふくば のぶひこ）

O-171 High risk stigmata を伴う IPMNに対する膵液細胞診の有用性に関する検討
（NTT東日本関東病院）上地 大樹（うえち ひろき）

O-172 悪性膵 IPMNの診断における膵液細胞診の適応
（広島大学病院消化器内科）野村 理紗（のむら りさ）

O-173 当院の IPMNにおけるHigh-risk stigmata（HRS）やWorrisome features（WF）の臨床的
特徴

（福岡大学筑紫病院消化器内科）永山林太郎（ながやま りんたろう）

O-174 分枝型膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）による繰り返す膵炎に対して留置型膵管ステントが
有効であった一例
（独立行政法人地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター）藏田 隼也（くらた しゅんや）

膵炎 9：50～10：40
座長：稲富 理（滋賀医科大学消化器内科）
O-175 1 型自己免疫性膵炎における悪性腫瘍発生リスク因子と発見契機の検討

（信州大学医学部附属病院消化器内科）米倉千奈津（よねくら ちなつ）

O-176 免疫チェックポイント阻害剤による免疫関連膵障害の臨床的特徴
（京都府立医科大学附属病院消化器内科）伊谷純一郎（いたに じゅんいちろう）

O-177 Prognostic Prediction of Acute Pancreatitis Using Blood IL-6 Levels at Initial Diagnosis
（山梨県立中央病院消化器内科）遠山 翔大（とおやま しょうだい）

O-178 早期慢性膵炎による 痛の特徴の検討
（順天堂大学大学院医学研究科消化器内科）長谷部裕子（はせべ ゆうこ）

O-179 慢性膵炎に対するFrey 手術の手術時期と栄養
（東北大学消化器外科）佐藤 英昭（さとう ひであき）
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自己免疫性膵炎 10：40～11：30
座長：窪田 賢輔（横浜市立大学附属病院内視鏡センター）
O-180 自己免疫性膵炎に対するステロイド治療の初期投与量についての検討

（岐阜市民病院消化器内科）岩佐 悠平（いわさ ゆうへい）

O-181 ステロイド治療を行った 1型自己免疫性膵炎の膵 volume と耐糖能に関する検討
（東京大学医学部附属病院消化器内科）野口 賢作（のぐち けんさく）

O-182 当院における自己免疫性膵炎の長期予後～ステロイド低用量長期維持療法の有用性～
（山形大学医学部附属病院内科学第二講座）永田 大和（ながた やまと）

O-183 自己免疫性膵炎における血清 IgG4 値と膵腫大改善率の相関と画像評価の重要性
（熊本大学病院消化器内科）牛嶋 真也（うしじま しんや）

O-184 血清 IgG4 陰性自己免疫性膵炎の臨床的特徴と組織学的診断に関する検討
（岐阜大学医学部附属病院第一内科）岩田 翔太（いわた しょうた）

大腸癌 1 14：30～15：20
座長：津軽 開（慶應義塾大学病院）
O-185 切除不能大腸癌に対するトリフルリジン/チピラシル塩酸塩の有用性および安全性について

（愛知医科大学病院消化管内科）海老 正秀（えび まさひで）

O-186 地域中核病院における高齢者大腸癌に対する術後補助化学療法の安全性と課題
（長崎県島原病院外科）山口 峻（やまぐち しゅん）

O-187 当院におけるMSI-H 大腸がんに対するペムブロリズマブ投与の実際
（長岡中央綜合病院消化器内科/長岡中央綜合病院腫瘍内科）小林 由夏（こばやし ゆか）

O-188 免疫チェックポイント阻害薬再導入の検討
（熊本大学病院消化器内科）田山紗代子（たやま さよこ）

O-189 75 歳以上の切除不能・再発大腸癌における薬物療法とBest Supportive Care との比較
（医誠会国際総合病院消化器内科）江口 大樹（えぐち ひろき）

大腸癌 2 15：20～16：10
座長：井上 詠（東海大学医学部総合診療学系健康管理学）
O-190 当院で大腸内視鏡検査を受けた 40 歳未満の症例における大腸癌リスク因子についての検討

（JCHO埼玉メディカルセンター消化器内科）闍彌 一貴（しゃみ かずき）

O-191 便潜血陽性患者における advanced colorectal neoplasia 陽性的中率に関与する因子の検討
（三重大学医学部附属病院）濱田 康彦（はまだ やすひこ）

O-192 当院における大腸内視鏡スクリーニングの工夫
（埼玉医科大学病院消化管内科）宮口 和也（みやぐち かずや）

O-193 10mm未満の無茎性大腸腫瘍に対する内視鏡治療成績：新規低侵襲治療および従来切除法と
の比較検討

（滋賀医科大学医学部附属病院光学医療診療部）木村 英憲（きむら ひでのり）
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O-194 大腸内視鏡サーベイランスにおける初回切除腫瘍と異時発生腫瘍の位置関係に関する検討
（青森労災病院消化器内科内視鏡科）木村 聖路（きむら せいじ）

4 月 26 日（土）第 12会場

小腸 クローン病 9：00～9：50
座長：中村 正直（名古屋大学医学部附属病院光学医療診療部）
O-195 クローン病患者でのミリキズマブの有効性：VIVID-1 試験でのウステキヌマブとの比較結果

（杏林大学医学部消化器内科学）久松 理一（ひさまつ ただかず）

O-196 Risankizumab を使用したクローン病 16 例の臨床的検討
（医療法人豊田会刈谷豊田総合病院消化器内科）藤島 亮太（ふじしま りょうた）

O-197 Transmural healing を達成したクローン病の長期予後についての検討
（山口大学大学院医学系研究科消化器内科学）吉松 祐希（よしまつ ゆき）

O-198 クローン病寛解患者に対するBio 終了の取り組み
（医療法人徳洲会札幌東徳洲会病院IBDセンター）伊藤 貴博（いとう たかひろ）

O-199 クローン病の疾患活動性と血清亜鉛値に関する臨床的検討
（岐阜大学医学部附属病院第1内科）小島健太郎（こじま けんたろう）

大腸 一般 1 9：50～10：40
座長：篠崎 大（さいたま胃腸クリニック）
O-200 Serrated Polyposis Syndrome：2 施設における病理所見に基づいた実態調査

（自治医科大学附属病院消化器内科）鈴木 康平（すずき こうへい）

O-201 大腸腺腫の増殖帯分布と内視鏡所見の関連についての検討
（国際医療福祉大学成田病院消化器内科/とよしま内視鏡クリニック）

西澤 俊宏（にしざわ としひろ）

O-202 腸管ベーチェット病の長期予後と再燃例の予測因子に関する検討
（東京大学医学部附属病院消化器内科）村上 恵太（むらかみ けいた）

O-203 腹部 C T検査で測定した「腸管壁の厚さ」：潰瘍性大腸炎の病勢評価における客観的指標とな
りうるか？

（福島県立医大会津医療センター小腸大腸内科）愛澤 正人（あいざわ まさと）

O-204 当院における大腸神経内分泌腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術の治療成績
（大阪労災病院消化器内科）小池侑紀仁（こいけ ゆきと）
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胃・消化管 その他 13：50～14：40
座長：八田 和久（東北大学消化器病態学分野）
O-205 原発性胆汁性胆管炎および慢性甲状腺炎を合併した自己免疫性胃炎の 1例

（東京歯科大学市川総合病院消化器内科）豊田実和子（とよだ みわこ）

O-206 ストレス依存性胃潰瘍増悪メカニズムの解明～胃脳連関を中心に
（東京大学医学部付属病院消化器内科）塩川 俊郎（しおかわ としろう）

O-207 食欲不振改善薬アナモレリンの消化器癌患者における予後予測マーカーとしての可能性
（大阪労災病院消化器内科）倉橋 知英（くらはし ともひで）

O-208 大動脈弁狭窄症における消化管精査の検討
（札幌道都病院内科）黒河 聖（くろかわ せい）

O-209 胃全摘の胆汁酸，腸内細菌に対する影響
（三田市民病院救急総合診療科）橋本 直樹（はしもと なおき）

胃 内視鏡一般 14：40～15：30
座長：引地 拓人（福島県立医科大学附属病院内視鏡診療部）
O-210 Helicobacter pylori 未感染胃上皮性腫瘍の臨床病理学的分類および内視鏡的特徴の検討

（順天堂大学医学部附属順天堂医院消化器内科）宇都宮尚典（うつのみや ひさのり）

O-211 ジメチコン添加AIM法による胃腫瘍性病変のスクリーニング
（市立四日市病院消化器内科）加藤 宏紀（かとう ひろき）

O-212 胃腫瘍発見を支援する人工知能（CAD）を併用した内視鏡スクリーニング検査のデメリット
に関する検討

（九州大学大学院医学研究院病態制御内科）金城 悟（きんじょう さとる）

O-213 検診目的の上部消化管内視鏡検査における鎮痙剤と病変検出率に関する検討
（日本赤十字社和歌山医療センター消化器内科）岩上 裕吉（いわがみ ひろよし）

O-214 当院における小児の全身麻酔下経皮内視鏡的胃瘻造設術例の現状
（那覇市立病院外科）長濱 正吉（ながはま まさよし）

4 月 26 日（土）第 13会場

良性胆膵疾患 13：50～14：40
座長：土井 晋平（帝京大学医学部附属溝口病院）
O-215 内視鏡的逆行性胆管膵管造影後膵炎の早期診断における灌流CTの有効性

（北海道大学病院消化器内科）野澤俊一郎（のざわ しゅんいちろう）

O-216 胆管癌に対するERCP後膵炎の発症率とリスク因子
（横浜市立大学附属病院肝胆膵消化器病学）飯塚 武（いいづか たけし）
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O-217 急性胆管炎による起因菌の現状と特徴
（亀田総合病院消化器内科）西脇 拓郎（にしわき たくろう）

O-218 Benefits of creating an ileal stoma to treat severe acute pancreatitis
（札幌医科大学消化器内科学講座）室田 文子（むろた あやこ）

O-219 膵石に対するESWLや ERP処置に伴う胆道系トラブルの検討
（NTT東日本札幌病院消化器内科）小野寺 学（おのでら まなぶ）

胆膵 基礎研究 14：40～15：30
座長：中川 圭（東北医科薬科大学外科学第一肝胆膵外科）
O-220 胆道癌診断におけるエクソソーム内miR-21-5p 解析：胆汁・血清比（B/S Ratio）の診断マー

カーとしての有用性
（名古屋市立大学大学院医学研究科消化器・代謝内科学）吉田 道弘（よしだ みちひろ）

O-221 脂質代謝酵素FADS2 は胆管がん細胞の貯蔵脂質を制御しがん進展に寄与する
（宮城県立がんセンター研究所がん幹細胞研究部）藤盛 春奈（ふじもり はるな）

O-222 新規 IDH変異陽性肝内胆管癌モデルの樹立
（公益財団法人朝日生命成人病研究所消化器内科/東京大学医学部附属病院消化器内科）

藤原 弘明（ふじわら ひろあき）

O-223 漢方薬による膵手術後の病態改善―腸内細菌叢変化とKAMPOmics（メタボロミクス）解析
より―

（山梨大学医学部附属病院第1外科）河野 （こうの ひろし）

O-224 難治性膵癌の間質における老化現象を基軸とした微小環境の解明
（富山市立富山市民病院外科）宮下 知治（みやした ともはる）

4 月 26 日（土）第 14会場

胃・十二指腸 内視鏡治療 9：00～9：50
座長：土肥 統（京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学）
O-225 広範囲・高度瘢痕上に発生した早期胃癌に対する Pocket creation method + SO Clip 併用

ESDの可能性
（鹿児島大学大学院消化器疾患生活習慣病学）小田原成彬（おだわら なりあき）

O-226 胃 ESDにおける新型細径処置スコープEG-840TP と GIF-H290T の比較検討
（仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵内科）佐藤 宏樹（さとう ひろき）

O-227 早期胃腫瘍に対するGel immersion EMRの有用性及び安全性について
（神戸市立医療センター中央市民病院消化器内科）長尾宗一郎（ながお そういちろう）

O-228 早期胃癌に対するUnderwater EMRと Conventional EMRの治療成績の比較
（大阪国際がんセンター消化管内科）安藤 徳晃（あんどう よしあき）
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O-229 胃 ESD後創縫縮の後出血予防効果：傾向スコア逆数重み付け法による解析
（公立大学法人福島県立医科大学附属病院内視鏡診療部/竹田綜合病院消化器内科/

福島県立医科大学消化器内科学講座）
根本 大樹（ねもと だいき）

胃癌 1 9：50～10：40
座長：平田 賢郎（慶應義塾大学病院）
O-230 当院における切除不能進行・再発胃癌に対する nivolumab 併用化学療法の成績と irAEの発

現に関する検討
（愛知医科大学病院消化器内科）足立 和規（あだち かずのり）

O-231 進行胃癌患者におけるニボルマブ療法の投与開始時刻と予後の関連
（久留米大学病院消化器内科/久留米大学病院がん集学治療センター）

田中 俊光（たなか としみつ）

O-232 75 歳以上の高齢者胃がんにおける化学療法＋ニボルマブの現状と課題
（社会医療法人杏嶺会一宮西病院腫瘍内科）松本 俊彦（まつもと としひこ）

O-233 胃癌ニボルマブ単独療法におけるCRP/アルブミン比（CAR）の予後マーカーとしての有用
性

（京都府立医科大学消化器内科）岩井 直人（いわい なおと）

O-234 当院におけるゾルベツキシマブの投与管理
（市立豊中病院外科）川瀬 朋乃（かわせ ともの）

胃癌 2 10：40～11：30
座長：炭山 和毅（東京慈恵会医科大学附属病院内視鏡部）
O-235 抗血栓療法中の胃癌手術成績

（国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院胃外科）石津 賢一（いしづ けんいち）

O-236 自己免疫性胃炎に合併する胃癌の臨床病理学的特徴
（京都桂病院消化器センター消化器内科）世木 美壮（せき みもり）

O-237 全国労災病院での消化器癌患者に対する治療と仕事の両立支援の取り組み
（独立行政法人労働者健康安全機構東京労災病院外科）神山 博彦（かみやま ひろひこ）

O-238 胃内分泌細胞癌の予後因子に関する検討
（九州中央病院消化器内科）檜沢 一興（ひざわ かずおき）

O-239 メタ解析による胃NET Rindi 分類におけるリンパ節転移率の比較検討
（東北大学病院消化器内科）尾形 洋平（おがた ようへい）
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小腸 炎症・腫瘍 13：50～14：40
座長：渡邉 俊雄（大阪公立大学大学院医学研究科先端予防医療学）
O-240 潰瘍性大腸炎術後の回腸嚢腫瘍に対し切除を施行した 6例の臨床経験

（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科）後藤 晃紀（ごとう こうき）

O-241 DPP4 阻害薬は PPI 併用下のインドメタシン起因性小腸障害を抑制する
（福岡大学医学部消化器内科）山内 絵理（やまうち えり）

O-242 空腸および回腸原発の進行小腸癌に対する薬物療法の検討
（石川県立中央病院）山本 信（やまもと まこと）

O-243 小腸内細菌異常増殖症（SIBO）の controversy～小腸狭窄を伴うクローン病と慢性偽性腸閉
塞（CIPO）における，既報との相違点～

（新潟大学医歯学総合病院消化器内科）五十嵐崇徳（いがらし たかのり）

O-244 高齢クローン病患者における肺癌終末期管理：栄養経路維持と合併症管理の課題
（あしたの在宅クリニック）久保 敦義（くぼ あつよし）

大腸 一般 2 14：40～15：30
座長：大宮 直木（藤田医科大学医学部先端光学診療学講座）
O-245 大腸憩室出血に対する早期再出血リスク因子の解析とリスクモデルの作成：小規模施設にお

ける臨床データに基づく考察
（辻仲病院柏の葉消化器内科）齋藤 慶太（さいとう けいた）

O-246 当院における大腸憩室出血症例の患者背景と治療についての検討
（兵庫県立西宮病院消化器内科）大内 祥平（おおうち しょうへい）

O-247 悪性回盲部閉塞に対する消化管ステント留置における当院の成績と戦略
（市立四日市病院）丸山 昭洋（まるやま あきひろ）

O-248 当院での大腸悪性狭窄に対する大腸ステント留置術の検討
（東京都立墨東病院消化器内科）清家 理佐（せいけ りさ）

O-249 骨盤内臓器全摘術後の手術は安全か？―特に恥坐骨合併切除の要点を含めて―
（愛知県がんセンター消化器外科）小森 康司（こもり こうじ）
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